
ＫＢＭ１０．００

Ｌ＝２８．９８ｍ

７５２

７５３

９６８

９６６－１

９７２－１

９７２－３

９７１

１０４１－１

１０４２－１

５９６－１
５９８－１

５
９
８
－
４

５９９－５

５９９－９

５
９
９
－
１

（防火水槽）

ＧＬ９．２０

ＧＬ９．２０

ＧＬ９．１５

ＧＬ９．２０

ＧＬ９．４０

市
道
檀
紙
町
４
６
号
線

市道檀紙町４６号線

開発道路２４５．６９㎡

起点
：９
．８
０

終点
９．
９０

道：９．９６

道：９．９３

道：９．９７

道：９．９８ 道：９．８９

道：９．７１
水底：９．００

水底：９．２０

水底：９．０９

水底：９．２５

水底：９．２５

水底：９．２５

水底：９．２９

水底：９．３１
道：９．９２

道：９．４６

道：９．４６

道：９．５０

道：９．５２

水底：９．１９

水底：９．２２

水底：９．２０

水底：９．２１

放流先

放流先

水
底
９
．
０
５

重圧管２５０φｉ＝１．０％Ｌ＝１５．９８ｍ

ｉ＝１．０％

ｉ＝　１．０％

既
存
水
路
埋
立
て

既
存
水
路
埋
立
てＡ型

擁壁
Ｆ
Ｈ１

０．
１０

Ｈ０
．６

０～
１
．０

０Ｌ
＝１

３．
７０

ｍ

Ｂ
１
型
擁
壁
　
　
Ｆ
Ｈ
１
０
．
０
０
Ｈ
１
．
１
５
Ｌ
＝
１
９
．
７
９
ｍ

Ｂ１型擁壁　　ＦＨ１０．００Ｈ１．１５Ｌ＝６．７０ｍ
Ａ型擁壁　　ＦＨ１０．００Ｈ１．００Ｌ＝２１．５８ｍ

代
替
水
路
Ｖ
Ｓ
８
０
０
　
　
Ｆ
Ｈ
９
．
８
７
～
９
．
６
９
底
高
９
．
０
９
０
～
９
．
０
０
８
ｉ
＝
０
．
２
８
％
Ｌ
＝
２
９
．
１
７
ｍ

現場打ち水路６００

床版工＋Ｃ型擁壁ＦＨ９．９７～９．８９ Ｈ０．９０Ｌ＝２６．８５ｍ

Ｈ
１
．
０
０
Ｌ
＝
１
１
．
０
８
ｍ

Ｂ１型擁壁　　ＦＨ１０．１０Ｈ１．２０Ｌ＝２１．５８ｍ
ＨＩＶＰ４０φ

掃除桝ＦＨ９．８４

出：９．２３

デリネータ

デリネータ

土
間
コ
ン
舗
装

土間コン舗装

デリ
ネー
タ設
置

合併浄化槽

デリネータ設置

隅切
３．
０１
ｍ

隅切３．００ｍ

法外道路

建築基準法第４２条１項１号道路

隅切
３．
００
ｍ

道
路
中
心
線

横
断
用

ＴＰ：２５．５４５

既存配水管

ＶＳ側溝

グレーチングがけ

開
発
道
路
（
法
外
道
路
）

開
発
道
路
（
法
外
道
路
）

建築基準法第４２条１項１号道路法外道路

分離帯標識設置

１．９４㎡

２．１４㎡
既存水路

その他１

土間コン仕上げ

現況

※

※：その他２　面積：１．１６㎡　Ａｓ舗装仕上げ

境界
コン
　Ｆ
Ｈ９
．６
８Ｈ
０．
３０
　Ｌ
＝１
．３
１ｍ

☆

Ｎ

⑦

ＦＨ１０．００

２４２．０１㎡

⑥

ＦＨ１０．００

２５４．７８㎡

③

ＦＨ１０．００

２５０．３９㎡ ⑤

ＦＨ９．９０

２３５．１０㎡

②

ＦＨ９．９０

２４５．２０㎡

①

ＦＨ９．９０

２８２．３５㎡

Ｂ１
型
擁壁

ＦＨ
１０

．
１０

Ｃ型
擁壁

ＦＨ
９．

９０
Ｈ１

．０
０Ｌ

＝５
．
０１

ｍ

代替
水路

ＦＨ
９．
８８

底高
９．
１２
９

ｉ＝
１．
９％

建
築
基
準
法
第
４
２
条
２
項
道
路

ドレ
ーン

バル
ブ

ドレ
ーン

管２
５φ

ＶＵ管１５０φ

ＶＵ管１５０φ

床版工＋Ｃ型擁壁ＦＨ９．９２～９．９７ Ｈ０．９０Ｌ＝４８．２１ｍ

Ａ
型
擁
壁
Ｆ
Ｈ
１
０
．
１
０

Ｈ１
．
２０

Ｌ＝
６．

００
ｍ

Ａ型
擁壁
ＦＨ

１０
．１
０Ｈ
０．

６０
～１
．０
０Ｌ

＝９
．９
４ｍ
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凡　例
φ６００ｍｍ　鉄蓋Ｔ－１４

（ＶＵ１５０φにて本管に接続）勾配は１．０％とする

：掃除桝

：量水器

【インバート施工】

：宅内雨水
【泥だめ１５０ｍｍ確保、３５０Φます深さ９００以下】

※法面は３０°以下の勾配で整地する。

鉄筋構造物２４Ｎ／ｍｍ

２

２

※グレーチングは６ｍ道路は２０ｔ荷重以上、６ｍ未満道路は１４ｔ荷重以上を使用。
※グレーチングの長手方向メッシュ巾は、５０ｍｍ以下を使用。
※擁壁の伸縮目地厚は１０ｍｍとする。
※伸縮目地の設置間隔は１０ｍを基準とする。
※擁壁は地盤支持力を確認して施工すること。

※宅地の水および土が道路に流出しないように盛土勾配は，、最終桝に向けて整地すること。

※コンクリート強度は無筋構造物１８Ｎ／ｍｍ

※ガッター桝から本管への接続は、ＶＵ管１５０φを使用。

※開発協議の対象は、最終桝から一次放流先まで。

※本管上での取付管間隔は、１ｍ以上とする。
※マンホール鉄蓋は浮上防止型汎用品を使用。

※管が交差する箇所は、クリアランスを１０ｃｍ以上確保する。

※予定建築物：一戸建ての住宅

※開発区域境で構造物が無いところは、境界標識（金属鋲）にて表示する。
※本取付管は支管接合とすること。
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※②区画と④区画については、市道檀紙町４６号線からの建築基準法第４３条の接道について
　高松市建築指導課と協議を行うこと。
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